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現
在
の
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
漁
業
は
、
水
爆
被
災
以
来
魚
価
の
低
落
等
諸
般
の
状
勢
か
ら
経
営
は
種
々
困
難
を
き

わ
め
て
お
り
、
特
に
当
該
船
の
ご
と
く
百
ト
ン
以
下
の
漁
業
者
に
つ
い
て
は
そ
の
傾
向
は
い
ち
じ
る
し
い
。 

高
知
県
安
藝
郡
室
戸
町
代
表
者
上
田
喜
次
郎
氏
の
所
有
に
係
る
中
型
ま
ぐ
ろ
、
か
つ
お
漁
船
第
三
繁
栄
丸
（
九

十
九
ト
ン
七
十
六
）
は
、
昭
和
三
十
年
七
月
二
十
四
日
サ
ン
ギ
諸
島
、
シ
ア
ウ
島
附
近
を
航
行
中
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
所
属
の
小
船(

約
三
ト
ン)

の
遭
難
船
を
発
見
し
、
男
六
名
、
女
一
名
を
救
助
し
、
航
行
途
次
に
も
か
か
わ
ら
ず

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
ウ
ル
港
に
寄
港
し
、
遭
難
者
全
員
七
名
を
無
事
関
係
者
に
引
渡
し
た
。
し
か
る
に
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
は
、
不
法
入
港
の
嫌
疑
を
も
つ
て
第
三
繁
栄
丸
を
昭
和
三
十
年
七
月
二
十
五
日
よ
り
同
年
八
月
二
十
三

日
ま
で
約
一
箇
月
間
に
わ
た
り
不
法
抑
留
を
な
し
た
。
こ
の
間
に
お
け
る
乗
組
員
を
は
じ
め
、
そ
の
家
族
及
び
船

主
等
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
被
つ
た
物
心
両
面
の
損
害
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。 

か
か
る
実
情
下
に
お
い
て
今
回
の
ご
と
く
約
一
箇
月
間
に
わ
た
り
不
法
抑
留
せ
ら
れ
た
こ
と
は
漁
業
経
営
に
重 

抑
留
漁
船
の
損
失
補
償
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
大
な
脅
威
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
か
つ
、
ひ
る
が
え
つ
て
国
際
法
上
か
ら
し
て
も
今
回
の
当
漁
船
の
と
つ
た
手

段
は
合
法
的
で
あ
り
、
海
難
救
助
と
い
う
道
義
上
当
然
で
あ
る
措
置
に
対
し
て
は
な
ん
ら
制
約
を
受
け
る
べ
き
も

の
で
な
い
と
信
ず
る
。 

以
上
の
事
由
に
よ
り
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
日
第
三
繁
栄
丸
代
表
者
上
田
喜
次
郎
外
二
名
の
名
を
も
つ
て
農
林

省
、
外
務
省
を
経
由
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
に
対
し
賠
償
請
求
を
な
し
た
。
し
か
る
に
本
日
に
至
る
も
な
ん
ら
の
回

答
に
接
せ
ず
、
乗
組
員
を
は
じ
め
船
主
の
窮
乏
は
一
日
た
り
と
も
猶
予
せ
ら
れ
な
い
事
態
に
な
つ
て
い
る
が
、
外

務
省
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
と
の
間
の
交
渉
経
過
は
い
か
に
な
つ
て
い
る
か
。
ま
た
交
渉
が
長
引
く
場
合
、
政
府
は

こ
の
乗
組
員
、
船
主
一
同
の
窮
乏
を
い
か
な
る
方
法
を
も
つ
て
救
済
す
る
所
存
で
あ
る
か
。
か
つ
ま
た
政
府
に
お

い
て
代
済
す
る
意
思
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


